
人
権
人
権
人
権

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

輝
く
輝
く
輝
く
輝
く

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、11
月
18
日（
月
）〜
24
日

（
日
）ま
で
の
７
日
間
を
全
国
一
斉「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
と
定
め
、女

性
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
人
権
相
談
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

熊
本
地
方
法
務
局
と
熊
本
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、ス
ト
ー
カ
ー
・
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
に
よ
る
被
害
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
電
話
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日（
月
）〜
24
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

　
（
23
、24
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

●
実
施
方
法

①
電
話
相
談

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

②
相
談
を
受
け
る
事
項

　

女
性
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

・
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）

・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
よ
る
被
害

・
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

③
そ
の
他

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、常
時
、開
庁
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、

同
じ
専
用
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

「
人
権
を
考
え
る
み
ん
な
の
つ
ど
い
」を
開
催

　

国
は
、12
月
４
日（
水
）〜
10
日（
火
）ま
で

の
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と
定
め
、全
国
的

に
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、「
人
権
を
考
え

る
み
ん
な
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
７
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
20
分
〜
正
午

●
場
所　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　

無
料

●
内
容　

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ

　
（
女
性
の
会
コ
ー
ラ
ス
）

 

・
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

 

・
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

　

男
女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

　

人
権
劇
団
「
光
座
」公
演　

演
目
「
焔ほ

の
お

」

※
部
落
解
放
運
動
に
取
り
組
む
高
知
県
の
小　
　

　

さ
な
漁
村
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
教
科　

　

書
無
償
化
の
た
め
、
国
を
相
手
に
訴
え
続

　

け
た
結
果
、
完
全
無
償
化
と
な
っ
た
実
話　
　

　

の
人
権
劇
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
　

役
場
人
権
推
進
課　

人
権
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

ひ　
　

と

ひ　
　

と

ひ　
　

と

めめめ

ききき
ららら

くくく
男
女
男
女
男
女

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
⑱
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
⑱
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
⑱
】

　

大
津
町
に
移
住
し
、
も
う
す
ぐ
20
年
に
な

り
ま
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
子
育
て
・
介
護

を
経
験
し
、
ふ
と
男
女
の
格
差
や
女
性
の
社

会
進
出
に
つ
い
て
の
現
状
と
、
国
の
取
り
組

み
の
不
合
理
さ
に
疑
問
を
感
じ
、
数
年
前
、

一
人
で
役
場
を
訪
ね
ま
し
た
。
町
の
男
女
共

同
参
画
推
進
係
を
案
内
さ
れ
、
そ
の
思
い
を

話
し
た
事
を
き
っ
か
け
に
、
今
は
審
議
会
の

一
員
と
し
て
、
こ
こ
に
い
ま
す
。

　

昨
年
、
県
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
に

参
加
し
、
お
互
い
が
性
差
を
認
め
合
い
協
力

し
て
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
、
権
利
を
主
張

し
合
う
の
で
は
な
く
、
人
・
家
族
・
会
社
・

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
共
に
参
画
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
、
ま
す
ま
す
自
分

も
一
緒
に
参
画
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
と
て
も
幅
広
く
奥

深
く
色
々
な
場
面
で
誰
も
が
遭
遇
す
る
身
近

な
も
の
で
す
。

　

仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い
を
も

た
ら
す
も
の
で
す
が
、
同
時
に
家
事
育
児
や

介
護
を
は
じ
め
自
己
啓
発
に
時
間
を
過
ご
す

事
も
人
生
に
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。

　

あ
る
男
女
共
同
参
画
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
女
性
の
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
の
無

償
労
働
へ
の
貢
献
度
が
、
熊
本
県
は
全
国
一

位
で
、
熊
本
の
女
性
は
全
国
一
の
働
き
者
と

い
う
結
果
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
日
々

や
っ
て
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
す
ぎ
て
、
今

ま
で
見
え
な
か
っ
た
現
状
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

周
り
に
い
る
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち

に
話
を
聞
く
な
か
で
、
夫
婦
間
の
子
育
て
や

家
事
の
役
割
分
担
な
ど
、
互
い
に
協
力
し
合

う
家
庭
が
昔
よ
り
多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
今
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
、
社

会
と
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
仕
事
復
帰
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ

つ
つ
あ
り
、
女
性
の
社
会
進
出
が
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ん
だ
り
頑
張
ら
な
く
て
も
、
家

族
や
地
域
で
支
え
合
え
る
環
境
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
課
題
を

解
決
し
て
い
く
活
動
を
続
け
な
が
ら
審
議
会

が
窓
口
と
な
り
、
笑
顔
の
人
が
１
人
で
も
増

え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大津町男女共同参画審議会

委員　出
で

口
ぐち

こずえさん

●
問
い
合
わ
せ　

　

役
場
人
権
推
進
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

●
犬
の
マ
ナ
ー
講
座
開
催

　

ペ
ッ
ト
は
、
愛
ら
し
く
癒
し
の
存
在

に
な
り
生
活
を
楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
ペ
ッ
ト
と
の
暮
ら
し
も
時
に
は

近
所
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

ペ
ッ
ト
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

犬
と
の
暮
ら
し
方
講
座

●
日
時　

11
月
16
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
２
階

　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
）

●
定
員　

30
人
程
度

●
内
容　

動
物
愛
護
推
進
員
に
よ
る
講
座

　
　
　
　

質
疑
応
答
形
式
で
の
相
談

●
参
加
費　

無
料

●
準
備
物　

筆
記
用
具

　

予
約
制
で
す
。
事
前
に
役
場
環
境
保

全
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
可
能
で
す
。

　

愛
犬
の
同
伴
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

【
犬
の
散
歩
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
】

　

人
も
犬
も
快
適
に
生
活
す
る
た
め
に

散
歩
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
リ
ー
ド
な
し
の
散
歩
は
危
険
！

　

犬
の
道
路
へ
の
飛
び
出
し
や
、
他
人

へ
危
害
を
加
え
て
し
ま
う
危
険
も
あ
る

の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
排
泄
物
の
処
理
は
飼
い
主
の
責
任
！

　

自
宅
の
玄
関
前
や
敷
地
内
で
マ
ー

キ
ン
グ
さ
れ
た
ら
、
不
快
に
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
ふ
ん
を
し
た
場
合
に
は
、
袋
な

ど
に
入
れ
自
宅
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
樹
木
粉
砕
車
が
き
ま
す

　

家
庭
の
庭
仕
事
な
ど
で
出
た
剪
定
枝

や
木
く
ず
を
チ
ッ
プ
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
す
。
処
理
を
希
望
す
る
人
は
、

予
約
を
し
て
、
グ
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー（
日
野
総
合
管
理
）か
左
記
の

実
施
場
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い（
戸

別
収
集
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）。

●
実
施
日　

11
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

●
予
約
期
限　

11
月
７
日（
木
）

●
費
用　

無
料

※
木
の
根
、
木
の
実
が
付
い
た
枝
な
ど

　

は
、
機
械
故
障
の
原
因
に
な
る
た
め
、

　

収
集
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
竹
も
収

　

集
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
は
、
収
集
箇
所
を
集
約
し
て

　

実
施
し
ま
す
。
直
接
搬
入
も
出
来
ま

　

す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
役
場
環
境

　

保
全
課
ま
で
減
免
の
申
請
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

実施場所

生涯学習センター
駐車場

美咲野
中央公園

陣内地区
公民館分館

つつじ台
地域学習センター

グリーンリサイクルセンター
（日野総合管理）

時間

９:00～９:30

９:45～10:15

10:30～11:00

11:15～11:45

９:00～12:00

周回
時間

直接
持込

おおづおおづおおづの
大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会 vol.2vol.2vol.2しごとしごとしごとしごと
松島金属株式会社熊本工場
　「限りある資源を大切に有効に　　　　　
　　　　　　リサイクルして往く企業」

　私たち松島金属株式会社熊本工場は、本社を埼玉に置き、工
場を埼玉・愛知、そしてここ熊本に。集荷場を宮城・静岡・大
阪に置いています。
　「アルミからアルミを作る」の再生の精神を糧にリサイクルを
行っています。家庭や工場から廃棄されたアルミを集め、溶か
すことで再生アルミのインゴット（塊）を作ります。再生アルミ
は自動車メーカーなどに送られ、自動車部品などに生まれ変わ
ります。
　今日まで、資源を有効にリサイクルすることで、利益の追求

だけでなく、地域社会や環境への配慮に
も努めてきました。今後も、ますます厳
しくなる地球環境問題に積極的に取り組
み、更なる努力を重ねて、限りない可能
性にチャレンジし、社会貢献したいと思
います。

工場外観とアルミ再生塊 アルミを溶かす様子

【企業概要】

●所在地　　菊池郡大津町杉水3299-2

●業種　　　非鉄金属精錬業

●従業員数　15人（熊本工場）　

●事業内容　アルミリサイクル業　

●連絡先　　☎096（293）9119

●ホームページ　

               　http://www.matsukin-kk.co.jp/

取締役熊本工場長取締役熊本工場長
松松
まつまつ

島島
しましま

　　嘉嘉
よしよし

浩浩
ひろひろ

さんさん

松島金属 検索
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